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さわってみてください。
体温で発電します。

NUT■■■■■
テクノミュージアム
■■■■■■■■

本号では，「世間は長岡技術科学大学をどう見ている」という特集で，多方面から本学に対する意見や評価
をいただきました。大学に限らず多くの組織や個人においても，外部の意見や評価を受けることは必ずしも簡
単なものではないと思います。これには，少なからず心理的な抵抗もあると思います。しかし，いざ行ってみ
るとご批判だけではなく，建設的な意見や自分達も気付いていない長所，寄せられている期待の大きさ等を再
認識し奮起することも多いと思っています。学外の皆様には長岡技術科学大学の別の側面としてご参考になれ
ば幸いです。

VOS143号（平成20年１月）＊本誌に対するご意見等は下記までお寄せください。
編集発行／長岡技術科学大学広報委員会（総務部 総務課）
〒940－2188 長岡市上富岡町1603－１　Tel.0258－47－9209　Fax.0258－47－9000
E-mail：skoho@jcom.nagaokaut.ac.jp　URL：http://www.nagaokaut.ac.jp/
VOSの由来
本学のモットーである，Vitality，Originality，Servicesの頭文字をとって，本学初代学長の故川上正光氏により名付けられました。

編
集
後
記

テクノミュージアムを見て
歩いていると，銀色の金属パ
イプが目に入ります。展示の
主役はそのパイプではなく，
そこに貼ってある４cm角の
フィルムです。このフィルム
は私たちが研究開発している
熱を電気に換えるフィルムで
す。熱を発している所に貼っ
て，使われずに周囲に棄てら
れている廃熱を電力として回
収することを目指して開発を
行っています。エネルギーの
有効利用に役立てばと願って
います。
これは，温度差を与えると
電圧を発生する「熱電変換
材料」と呼ばれる材料を応用
したものです。この熱電材料
を使った素子が開発されて市
販もされていますが，硬いセ
ラミックス板を使って組み立
てられているため曲面につけ
て使うことが難しく，また，

壊れやすいという点も問題で
す。そこで私たちは柔軟な
フィルムと薄膜技術を利用
し，折り曲げ可能な薄型の発
電素子の開発を行うことにし
ました。現在はまだ試作品の
段階ですが，コンピュータシ
ミュレーションの予測とほぼ
同程度の性能が得られていま
す。計算によれば，更に性能
の向上が期待されており，実
用化を目指して研究開発を
行っています。
展示では，使用場面を想定
して金属パイプに試作した

フィルムを貼り付けてみまし
た。実際にはパイプの中を熱
い液体やガスが流れるのです
が，テクノミュージアムでは
液体やガスを流すことはでき
ないので，体温で発電させる
ことにしました。展示品には
電圧計が接続されていますの
で，スイッチを入れて，フィ
ルムの部分を手で握ってみて
ください。あなたの体温を
使って，このフィルムが発電
する様子を見ることが出来ま
す。是非テクノミュージアム
で体験してみてください。

武 田 雅 敏（機械系 准教授）

展示しているフレキシブル熱電変換素子
（上図）

体温で発電している様子（下図）
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本号では，これまでと違った側面から長岡技術科学大学を知っていただきたいと思い「世間は長岡技術科学大学を
どう見ている」と題して，豊橋技術科学大学，地元の大学，就職・受験産業界，地元情報誌など長岡技術科学大学
を良くご存知な方々からご寄稿，あるいはインタビューさせていただきました。
冒頭に学長のインタビューを行いました。
聞き手 下村匠（環境・建設系准教授・VOS専門部会長），姫野修司（環境・建設系准教授・VOS専門部会委員）

学長は，本学の創成期から教員と
して過ごされたわけですが，現在
の本学は世間からどのように見ら
れている，評価されていると感じ
ていますか。

30年前に本学が設立した当初
は，長岡技術科学大学という大学
名を正確に覚えてもらうことが大
変だった。特に「技術を科学す
る」という初代学長からの本学の
思想を理解してもらうことが大変
でした。この30年で長岡技術科学
大学は，学士を約10,600人，修士
が約7,900人，博士約700人を社会
に送り出しています。本学は高度
技術者養成という役割は十分果た
してきていると思っています。30
年前に卒業した人たちが，現在社

会で活躍し重要な役職に就き始め
ており，まさにこれから，その成
果が表れますます世の中に知られ
ていくのではないかと思っていま
す。また，在学生の父母懇談会等
を通じて，親御さんや世間の皆さ
んが卒業後の就職先をかなり気に
されていることが分かりました。
そういう意味では，本学は学生の
就職率の高さなど評価されている
と思います。最近，読売ウイーク
リー等を始め，大学の就職ランキ
ング等でも高い評価を得られてい
ることにも表れているのではない
でしょうか。さらに，これまで
は，本学は各系ごとに就職室を設
け対応していましたが，今後はそ
れらに加え，全学の就職室を設立
して情報を一元化することで今よ

りも学生の就職活動をサポートす
ることに力を入れていきたいと
思っています。

最近は，本学が一般的な雑誌に取
り上げられることも多いですが，
そのときに本学のこういった面を
強調しておきたいという点はあり
ますか。

本学の大きな特徴である，実
務訓練（５ヶ月半の長期インター
シップ）を全学の４年生に必修に
して，設立以来30年間実施してい
ること，さらに現在は40名以上が
海外で実務訓練を実施しているこ
とは，もっと皆さんに知ってもら
いたいと思います。
また，本学を考えるとき，日本

を支えている「ものづくり」に大
きく貢献している全国の高専学生
の技術者養成という役割は，豊橋
技術科学大学と本学の両大学が役
割を担っていることも分かっても
らいたいです。また，大学を評価
する際に，COEや科研費採択など
で評価されることが多いですが，
その際に総数や総額など大学の規
模が大きい方が高く評価されるこ
とが多い。教員一人当たりや，学
生一人当たりなど大学の大きさを
考慮して評価してほしいと思いま
す。そうすれば本学は高く評価さ
れる仕事をしていることが明確に
なると思っています。例えば特許
に関しては毎年100件以上出され
ています。これは，学生20人に対
して一つの特許が関連しているこ
とになります。留学生も200人以上

在籍していますが，総学生数の約
１割の留学生が在籍していること
は，非常に多いと思います。この
ようにまだまだ，知ってもらえて
いない本学の良いところがたくさ
んあり，本学のPR不足の所もある
ので，今後もPRしてゆきたいと考
えています。

長岡駅に本学の看板が掲げられる
など，本学は広報に力を入れてい
ると思いますが，今後の広報戦略
等の方針はありますか。

本学に限ったことではありませ
んが，少子化時代に向かって各大
学が自分たちの良さをPRするよう
になってきています。昔の国立大
学のように受験生が大学を選んで
くれるだろうという時代は過ぎて
いると思います。本学も受験生向
けや保護者向けなど色々なパンフ
レット，ホームページ（HP）を
作成し，オープンキャンパスの案
内をテレビコマーシャルしていま
す。国立大学は，これまでこのよ
うなことをあまり行っていなかっ
たと思いますが，受験生に大学の
良さをアピールすると共に情報や
より良いサービスをすることは間
違いではないと思っています。本
学に関しては，ますますのHPの充
実を図る必要があると思っていま
す。受験生や高専生，企業の方々
など一般の人に分かりやすくす
る，子供たちや受験してくれる人
が何に興味をもっているかを意識
し，HPを充実させていく必要があ
ります。

新潟県や長岡市など地元の人たち
への大学の役割については何かお
考えがありますか。

本学は，多くの技術者を社会に
輩出してきていますが，現在在籍
している約2,300人の学生のうち，
新潟県の出身者は25%程度である
のに対して，新潟県内に就職する
人は25%に達していません。つま
り，新潟県から県外に就職してい
る人の割合の方が多いことを表し
ています。地元の新潟県への人材
育成という意味では，本学の将来
への課題と考えています。

最近，予備校などの受験産業が難
易度ランキングばかりではなく，
研究内容など偏差値に表れない大
学選びなども実施していますが，
受験生やその保護者に向けての
メッセージはありますか。

これまでの偏差値からの大学
選びの風潮は好ましくないと思っ
ています。大学の教育，研究レベ

ルや卒業生の就職などが大学選び
にもっと評価されるべきだと思っ
ています。しかしこれらは，短期
間で変わるものではなく，本学は
日ごろから着々と教育や研究の成
果を挙げているので，時間と共に
評価が向上してゆくと思っていま
す。30年経って，その成果として
COEや科研費採択，教育プログラ
ムなどが取り上げられることも増
えてきています。さらに，最近，
各大学もそれぞれの大学の特徴を
PRしたり，受験雑誌などの大学
の取り扱いも変わってきている
ので，そのような中で，他大学と
比較されることで，本学の良さが
際立つのではないかと思っていま
す。また高専に兄弟姉妹の一人が
進学すると，弟や妹が高専，両技
科大（長岡技術科学大学，豊橋技
術科学大学）に進学することも多
く，これらは高専や本学が「知れ
ば良さが分かる」ことを表してい
ると思います。ですから，もっと
良さを知ってもらうことが必要で
はないかと思います。

特集 世間は長岡技術科学大学をどう見ている
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て，よくイベントなどで活躍し
ていると思いますよ。

渡辺：そうですね。悠久太鼓と
長岡まつりの民謡流しでは，技
大はよく知られていると思いま
す。そのように，市民の中に積
極的に出てゆき，地元との結び
つきを強めるのがよいと思いま
す。長岡造形大学は，大手通り
の『まちなか考房』に学生が常
駐していて，効果的に大学と市
民との交流を行っていると思い
ます。

VOS：技大と地域との交流を活
性化させるために，アドバイス
があればお聞かせください。

渡辺：アイデアを練り行動を起
こすには，『よそ者』『ばか
者』『若者』の力が有効だと言
われています。他の地から来た
『よそ者』は，地元の人にな
い新鮮な目で魅力を発見できま
す。斬新なアイデアを発案し実
行するには，例えですが『ば
か』になることも大切です。ま
た，『若者』のエネルギーは大
きな原動力になります。実は，
私も大学時代に長岡に来たこと
が縁で今の活動をしている『よ
そ者』です。

VOS：なるほど，技大はたしか
に，学生も教員も日本全国から
来た『よそ者』が多いことが特
徴です。また，若者もたくさん
います。いろいろなことを実行
する素養はそろっていますね。

渡辺：技大の立地条件を生かす
こともできます。まったくの素
案ですが，大学の建物や木々を
ライトアップしたりイルミネー
ションで飾るなどしたら，大変
きれいかなと思います。技大は
丘の上にあるので，市内からも
よく見えるでしょう。人が集ま
るでしょうし，デートスポット
になるかもしれません。このよ
うな，何か夢のある，ワクワク
するようなイベントを考えてみ

てはいかがでしょうか。

VOS：すばらしいアイデアです
ね。旧国立大学で電飾を行った
ところは未だないと思います。
今日はどうもありがとうござい
ました。

渡辺：ありがとうございまし
た。

渡　辺　千　雅
―――――――――――――
マイスキップ編集部 代表
むつみ会 会長
長岡まつり実行委員会 副委員長

特集

VOS：今日はお話を伺うため
に，わざわざ大学に来ていただ
きありがとうございます。早
速ですが，渡辺さんは『マイス
キップ』編集長をはじめ，長岡
まつり実行副委員長など長岡の
地域の活性化のためにいろいろ
な活動をされていますね。

渡辺：本業はWEBデザインです
が，『マイスキップ』の継続発
行に時間を費やしています。マ
イスキップは2001年に創刊した
月刊地域情報誌で，地域のたか
らを探しお伝えしています。

VOS：『マイスキップ』は技
大の構内にも置かれているので
読ませていただいています。よ
く技大関係の記事も見かけます
が，渡辺さんと技大の関係につ
いてご紹介いただけますか。

渡辺：技大の留学生の支援団体

『むつみ会』に昭和64年から関
らせていただいており，平成19
年から会長を仰せつかっていま
す。

VOS：そうでした。大変お世
話になっています。渡辺さんは
『マイスキップ』の取材等を通
じて，長岡の地域の多くの方と
交流がおありと思いますのでお
伺いします。技大は地元の一般
市民の方々の目にどう映ってい
るでしょうか？

渡辺：失礼を承知で申し上げれ
ば，技大は地元にありながら
『よその国』のように思われて
いるようです。技大の視線は常
に世界や未来に向けられてお
り，その業績は国内外で高く評
価されているところですが，地
域密着の話題に乏しいように思
います。実際は地域連携のご研
究やイベントも行われている筈

でしょうが，市民にはうまく伝
わっておりません。PR不足もあ
りますね。そういった意味で，
市民にとって，技大は立派だけ
れども『遠い存在』に映るので
しょう。市民との密な交流の場
となる長岡市中心部のイベント
やまちづくり活動にもっと積極
的に関っていただけると，きっ
と頼もしい存在として注目され
ると思いますね。

VOS：たしかに技大は駅前か
ら遠いので，学生もあまり駅前
方面には行きませんね。でも悠
久太鼓などはがんばって練習し

地元市民は長岡技術科学大学をどのように見ているのでしょうか。地域情報誌「マイスキップ」編集部代表の渡辺
千雅さんにお話を伺いました。世間は長岡技術科学大学をどう見ている

Interview
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東進ハイスクール 東進衛星予備校
株式会社ナガセ

竹　岸　　章

１.工学系大学を取り巻く状況
03年度に始まった大学受験生の「理工離れ」が一段落

し，07年度入試では，国公立大は微増，私大は全体的に
はほぼ横ばいで推移しました。志願者減少傾向の要因と
して，①資格志向が強まる中，有力な資格につながらな
い理工系統を受験生が敬遠，②学力低下と連動した理数
科目離れなどが言われてきましたが，景気回復により資
格志向が弱まり，理系志願者が理工系統の学部に流れ始
めたとみることができます。しかし，「センター試験の
難化」という要因もあり，「理工離れ」が本当に収束し
たのか，来年度の動向に注目する必要があります。

２.周囲から見た長岡技術科学大学
１．高校ヒアリング
長岡技術科学大学は普通科高校からどの様に見られて

いるのでしょうか。長岡周辺のいくつかの普通科高等学
校にヒアリング調査を行ったところ，専門性の強さが認
められている一方で，地元での認知度の低さが目立ちま
した。特に，地元への貢献や情報発信・アピールが少な
いことを挙げる高校が多くありました。

２．予備校ヒアリング
では，長岡技術科学大学に対する予備校の見方はどう

でしょうか。長岡周辺のいくつかの予備校にヒアリング
を行いました。その結果，高い専門性といったプラス面
も指摘されましたが，高校と同様に情報発信の少なさと
地元への貢献度の低さが指摘されました。中には「存在
感が無い」という意見も見られました。
地方国立大学で地元での存在感がないというのは改善

予備校から見た長岡技術科学大学

大学受験の専門家は長岡技術科学大学をどのように見ているのでしょうか。高校，予備校など周囲からの本学の
イメージと，本学が今後さらに発展するために必要な施策についてもご寄稿いただきました。

すべき問題と思われます。地元への貢献や情報発信・ア
ピールを積極的に行うことで存在感を示し，地域での認知
度を高めることが必要であると言えます。ロボコンや外国
人留学生の多さなど，ユニークな研究やインターナショナ
ルな環境を，アピールするのがよいのではないでしょう
か。長岡国際祭りを歩行者天国で行うのも一案です。

３.今後の施策（案）
１．ブランド化
「地味な，技術者養成のための大学」。こんなコメン

トを聞きました。技科大に対するイメージです。何が足
りないのでしょうか。情報発信の量的不足も大きいです
が，総合大学の工学部や工業大学と技科大の違いが分ら
ないことが，根本的な原因ではないでしょうか。技科大
とは何か。過去の設置経緯を強調するだけではなく，現
代のニーズを汲み取った上で，自らのスタンスを明確に
し，それをしっかりと認識し発信する。差別化と情報発
信，技科大のブランド化が必要であると言えます。

２．地元の高校に根を張る
地域に根差すためには，まず地域の高校へのPRが必要

です。高専だけでなく，普通科高校・予備校への情報発
信は急務でしょう。なかでも地域トップ校である長岡高
校との連携強化は重要です。現在行われている夏休みの
連携講座だけでなく，長岡技科大出身の教員を送り込む
など，地域の高校に根を張る必要があります。

３．女子特別枠と地元への貢献
今後の学生募集において，理工系大学・学部にとって

最も重要なものの一つが，女子学生の獲得です。文部科
学省の音頭取りで始まった「女子中高生理系進路選択支
援事業」への参画とともに，女子特別枠を設けて積極的
に女子学生の獲得に動いてはどうでしょうか。
もう一つ，地元への貢献を分りやすく説明する場を設

けてはどうでしょうか。産学官連携・地域貢献といって
も，それが具体的にどのように地域貢献に繋がっている
のか，地元住民が理解しないことには，幾ら地域貢献を
謳ってみても認知はされません。目に見える形でのPRを
是非行いたいものです。
以上，予備校の立場から厳しいコメントをさせて頂き

ましたが，何らかのご参考になれば幸いです。

当社は，企業の新卒採用のサ
ポート事業として，学生向け就職
情報サイトの運営ならびに合同企
業説明会等を主催しております。
平成18年から長岡技術科学大

学学内合同企業説明会の運営を任
せていただいておりますが，そこ
で接した長岡技術科学大学の学生
の印象は，「礼儀正しく，他大学
の学生と比べしっかりしている」
「就職に対する意識が高く，多く
の企業説明を積極的に聞く姿勢が
ある」といったものでした。実際
に，学内合同企業説明会に参加さ
れた企業の採用担当者からは，
「職業意識が高く，質問も積極的
で好青年が多いと感じました」
「技術等に対する探究心が深く，
熱心な印象を受けました」「きち
んと意見を言え，なおかつコミュ
ニケーション能力の高い学生が多
かった」「他校の学生さんより，
非常に熱心だった。自分で情報を
取りに行こうと目を輝かせてい
た」といった高い評価の感想が数
多くありました。
これは，高度な専門知識・技術

を身につけるためにおこなってい

る学部から大学院修士課程までの
一貫教育体制と，長期間の実務訓
練で実社会と接点を持っているこ
とが大きく影響していると思いま
す。特に，企業で長期間にわたっ
て実務を経験することは，社会に
おいて必要なソーシャルスキルを
身につけることができるばかりで
なく，責任を持って仕事をやり遂
げることで，仕事の楽しさと厳し
さを知り，人間的にも大きく成長
することに役立っていると思いま
す。また，職業選択の上でも非常
に有意義なことです。このような
教育環境のもとで身につけた素養
こそが，他大学の学生にはない，
まさに長岡技術科学大学の学生の
強みではないでしょうか。
企業は，実践的な工学知識を

ベースに幅広い視野で物事を探求
できる能力や創造できる能力だけ
ではなく，何事にも真剣に取り組
む熱意や困難な課題に積極的に立
ち向かうチャレンジ精神，それに
人と信頼関係を築きながら業務を
円滑に進める上で欠かせないコ
ミュニケーション能力なども非常
に重視しています。長岡技術科学

大学の学生を求める企業が年々増
加していることは，大学が産業界
から高く評価されている何よりの
証拠だと思いますが，最終的には
学生ひとりひとりの人物が評価さ
れます。学生の皆さんにとって大
切なことは，学生時代に様々な経
験を数多く積み，幅広い視野と人
間的な魅力を養うことだと思いま
す。長岡技術科学大学の恵まれた
教育環境を活かして，今以上に技
術的な知識と人間力を兼ね備えた
「人財」に成長されることを期待
しています。

株式会社アイバック 営業企画部

五十嵐　　篤

株式会社アイバック　ホームページ URL  http://www.ibac.co.jp

企業採用担当者から見た
長岡技術科学大学

特集 世間は長岡技術科学大学をどう見ている

卒業生の就職は大学の社会に対する顔の重要な一面です。企業説明会等を主催している企業担当者は長岡技術科学
大学をどのように見ているのでしょうか。本学学生の印象などをご寄稿いただきました。
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長岡の雄，より開かれた大学へ
長岡大学 経済経営学部 専任講師

伊　吹　勇　亮

長岡技術科学大学と長岡大学と
は，長岡の市街地と信濃川を真中
において，それぞれ西山・東山に
位置しています。現代GPや特色
GPに代表される技術教育の先進性
と，21世紀COEプロジェクトに代
表されるグローバル規模でも評判
の研究能力の高さは，まさに長岡
の雄と称するに値するでしょう。
本学も，防災安全分野での協働な
どを通じ，「追いつけ追い越せ」
の精神で多くの取り組みを参考に

長岡，豊橋両技術科学大学は，
実践的・創造的高度技術者育成と
いう使命の下に1976年に同時に
いわゆる新構想大学として創立さ
れました。両技科大は，３年次に
編入する高専卒業生を軸に，１年
次から普通高校，工業高校からの
学生を受け入れるという基本構
造，大学院修士課程までの一貫教
育制度，企業における実務訓練制
度を必修科目として学生に課すと
いう独特のカリキュラムを取り入
れる，あるいは産学連携を積極的
に推進するなど，設立時において
は先進的な取り組みを特徴として
いることなども共通で，両大学が
双子校と称される所以です。 小
規模の単科大学であるとはいえ，
高度の先端技術を担う人材を育成
するために必要な基盤となる研究
活動も共に非常に活発であり，優
れた研究拠点として位置づけら
れている21世紀COE（Center of 
Excellence）事業にそれぞれ２拠
点が選ばれるなど“きらりと光
る”大学として世間から認められ
ています。また他大学に先駆け
て，両大学は平成17年度に大学評
価・学位授与機構による，機関別
認証評価を受け，また，全学的な
JABEE認定取得に取り組むなど，
先進的な教育改革においても歩調
を合わせています。

“OUR BEST PARTNER/COMPETITOR”
長岡技術科学大学

豊橋技術科学大学 理事・副学長(教育担当)

松　為　宏　幸

特集

長岡造形大学 建築・環境デザイン学科 准教授

渡　辺　誠　介
（昭和63年３月 建設工学専攻修了)

今回，母校のパンフレットを見
て思ったことは，「女子学生が多
くなったんだな～」ということで
す。我々の時代は，男子学生だら
けだった記憶があります（もちろ
ん教員も）。ですから学食で食事
中，女子の声が聞こえると，学生
も教員も皆一斉にそちらの方を振
り返ったものでした（ちょっと怖
いでしょ）。
「世間は長岡技術科学大学をど

う見ている」に対して，私の時代
のイメージで条件反射的に答えれ

双子校の豊橋技術科学大学，地元の長岡市にある長岡造形大学と長岡大学の方は，長岡技術科学大学をどのように
見ているのでしょうか。より魅力的な大学になるにはどうすればよいかなどをご寄稿いただきました。

ば，「真面目，難しそう，男の世
界」となります。良く言えば「頑
張れば結果が出る，高度なものを
学べる，硬派な国際派大学」。逆
に言えば「才能だけでは結果が
出ない，大衆的・サブカル的・感
性的なものを学ぶ場ではない，地
域に根ざしたロハスな大学ではな
い」と言う感じでした（現パンフ
レットを見てこの固定観念が揺ら
ぎましたが）。
造形大は平均して教員一人当た

り学生数23人。対して技大は10

人。職員の比率も多分同様ではな
いでしょうか。うらやましい限り
です。技大では院に進学後はそれ
こそ研究室は「家族」でした。で
も私の学部時代は比較的放置され
ていたかなぁ～と思います。もし
今学部でもこのスタッフの充実度
から「家族」のような学部ライフ
が実現しているのなら，小さな国
立大学法人としてそれこそ大きな
存在感を出せるのではないでしょ
うか。

しています。
若干でも本学の方が進んでい

るかもしれないと考えられる点が
あるとするならば，それは地域と
の交流，地域へのアピールかもし
れません。小生の専門である広告
広報の観点から考えると，専門能
力（長岡技術科学大学であれば
工学，本学であれば経済学や経営
学）に依った地域との交流はもち
ろんのことながら，大学の施設・
学生・教職員といった様々な有形

無形の資源を用いて，文化貢献的
な活動をも行う必要が出てきてい
ます。
専門能力に依った地域交流は既

に十二分に行われているところで
すので，他の面でもその持てる潜
在能力を活かした地域交流をぜひ
とも進めていただきたいと思いま
す。より開かれた大学へ向け，今
後の長岡の雄の活動に大いに期待
しています。

このように両大学との違いはほ
とんど無いともいえますが，長岡
技術科学大学ではVOS（活力・独
創力・世のための奉仕）という非
常に明瞭な人材育成の重点目標を
掲げ，高専との連携事業，海外大
学との教育連携事業などに積極的
に取り組まれている点を豊橋技術
科学大学は見習わなければならな
いと思っています。
設立当初，両大学に対する主た

る社会的要請は「右肩上がりの基
幹産業技術の発展」を支える高度
人材育成でしたが，近年，新たな
国家的課題として「温暖化などの
環境対策」，「安全・安心な持続

型社会の構築」，などが加わり，
さらに少子化，国家財政再建など
国立大学の存立に深く関わる諸問
題に適切に対処できる体制を構築
することが求められています。平
成16年度に全国立大学が法人化さ
れ，各大学は独自の経営戦略を構
築しなければいけませんが，両大
学は今後も高専卒業生を受け入れ
て先端技術を担いうる人材を育成
するという基本的な役割を保ちつ
つ，良い競争相手として互いに切
磋琢磨することによって発展を促
進しあうことが理想であると思い
ます。

豊橋技術科学大学創立30周年記念学生会館

世間は長岡技術科学大学をどう見ている
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氏　　名 専　　門 関係の系等 メンター教員
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産学融合トップランナー発掘・養成システム

産学融合トップランナー養成センター長
物質・材料系 教授

植　松　敬　三
文部科学省ではJSTを窓口に，振興調整費による
「若手研究者の自立的研究環境整備促進」の公募を行
いました。その目的は優れた若手研究者を育成すると
共に，各研究者がその能力を最大に発揮するための新
しい雇用体系を創成することにあります。幸いにも本
学で応募した「産学融合トップランナー発掘・養成シ
ステム」が本年度採択12件中に入り，本年10月には
産学融合トップランナー養成センターが設立されまし
た。

本プログラムの育成目標は，産業界が強く望む新し
い技術・科学をリードするパイオニアとして産学融合
研究を強力に推進し，本学の理念である技学を具現化
する人材です。既に２回の国際公募を行い，世界中か
らの応募者162名を精査して，種々の工学分野におけ
る非常に魅力ある若手研究者７名を５年任期で獲得し
ました。さらに３名を発掘するため，現在，第３次公
募の選考を行っております。
発掘したテニュアトラック若手研究者には，その能

人材の発掘・養成システム

実　施　体　制

人材養成の流れ
特任准教授・特任講師一覧

再出発

産学融合トップランナー養成センター
産学融合特任准教授

芹　沢　　　尚
12月１日付けで，産学融合トップランナー養成セン
ターに着任致しました。生物系で研究室のセットアッ
プを開始しております。こちらに来る前は，東京大学
大学院理学系研究科生物化学専攻におりました。そこ
では，嗅覚系をモデルシステムとして用いて，神経回
路構築の分子メカニズムを解き明かすという研究に
取り組んでおりました。嗅覚の分野は，2004年度に
ノーベル賞がリンダ・バック博士とリチャード・アク
セル博士に授与されたことからも分かるとおり，基礎

研究の中では極めて競争の激しい分野でした。出身ラ
ボの坂野研究室は嗅覚の分野の中でも最もアクティブ
なラボうちの一つで，そこでは一流の研究とはどうい
うものかを学ぶことが出来ました。
研究者として飛躍するために，独立した研究室を主
宰することを決意し，本学の職に就任することになり
ました。今後は産学連携を念頭に置いた研究も推進し
ていくことになります。これからの研究テーマでは，
大人の脳において，新生ニューロンの数を増やす新し
い方法を開発することを目指します。成体の脳におい
て新しく生まれたニューロンの数を増やすことが出来
れば，鬱病といった精神疾患に対する新しい治療法を
確立できると考えています。

人の問題発見を活用した未然防止
システムの設計に向けて
産学融合トップランナー養成センター
産学融合特任講師

大　塚　雄　市
10月１日付で産学融合トップランナー養成センター
に配属されました。前職では，はるか九州大学で機械
工学および安全管理，システム安全についての研究を
進めていました。長岡技術科学大学には，システム安
全専攻があります。全国的にも先進的な，システム安
全の概念と実践の双方を教えている教育・研究内容に
惹かれて本学を志望しました。
私の研究内容は，製品の設計における不具合の未然
防止システムの枠組みを構築することです。設計段階

では，ある規格に依拠することが要求されます。しか
し，規格はあくまで過去の知見の整理であり，新製品
の設計の際，規格の規定範囲から外れざるを得ない事
態が生じます。従来経験に依存してきた，設計段階で
の不具合を発見するシステムのあり方を，人が如何に
して気づくのかという観点から考察を進めていくこと
を考えております。イノベーションのためには，安全
確保を事前に達成することは不可欠となります。安全
なモノを新しく創造するためのシステムの構築に向け
て，研究に邁進していく所存です。
浅学非才の身ですが精一杯努力していく所存ですの
で，今後とも御指導御鞭撻の程，よろしくお願い申し
上げます。

力を最大限に発揮させまた育成するための最大限の
支援等を行います。具体的にはスタートアップ資金
2,300万円（平成18年度採用者）を含む潤沢な研究資
金，自由な研究環境の保障，ポスドクやRAの雇用経
費配分，企業等との産学融合研究の斡旋を行います。
また必要に応じて諸制度のさらなる改革推進等により
支援を行います。
各研究者は自ら創成した技術科学に基づき，従来
の産学共同研究を越える産学融合研究を行い，新し
い産業の創成等に繋がる優れた研究成果をあげると
期待されます。また教育等に参加して，優れた大学
人となるための訓練を受けます。赴任後３年後の
中間審査や任期終了時の最終審査により，６名程
度は最低限の年俸を保障する保障型年俸制で本学の
テニュア教員に採用されます。研究期間中に産業
界でのリーダーとなる優れた資質を発見された研究

者には，産業界へ転身して多いに能力を発揮するよう
後押しをいたします。
任期制や年俸制はしばしば被雇用者が敬遠する要因
ですが，活力・意欲・能力のある研究者にとっては多
いに好ましい側面をもつことも確実です。今後，若手
研究者の研究活性向上や流動化を促進するため，その
雇用制度面におけるマイナス要因を明らかにし，その
利点欠点等の精査等をとおして，本学のみならず我国
の風土に適する新しい雇用制度構築に向けた提言を行
うことも本プロジェクトの使命です。これは難問です
が，最善の解を見出して科学の発展への大きな貢献を
行うと共に，当事者全員の満足，また他への手本とな
る優れた人事雇用制度の提案を全力で行いたく存じま
す。ご支援，ご鞭撻のほど，よろしくお願い申し上げ
ます。
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本プログラムが
「現代的教育ニーズ取り組み支援
　プログラム（現代GP）」に採択

環境・建設系 教授

中　出　文　平

文部科学省では平成16年度よ
り，各種審議会からの提言等，
社会的要請の強い政策課題に対
応したテーマ設定を行い，特に
優れた教育プロジェクト（取
組）を選定する「現代的教育
ニーズ取り組み支援プログラム
（現代GP）」を創設していま
す。選定した取組に対して財政
支援を行うことで，高等教育の
活性化を促進することが目的で
す。平成19年度は６テーマが設

定され，本学では環境システム
工学課程が中心となって，テー
マ「持続可能な社会につながる
環境教育の推進」に「GT実践体
験を織り込んだ環流型教育の深
耕―源流（高専・高校・中学）
から本流（大学），河口（院）
までの一貫したグリーンテクノ
ロジー（GT）教育―」を申請
し，このテーマでの81件申請中
16件（選定率19.8%）という難関
を突破し選定されました。

本取組は，持続可能性を常に
意識する環境マインドを持つ次
世代の環境技術者養成を目標と
しています。人材の源流ともい
うべき高専生，高校生，中学
生に対して，オープンハウス，
「呼び込み講義」により環境マ
インドの萌芽を図ります。高専
生に対しては，現代GPのため
の新たなオープンハウスとして
持続可能な発展のための教育
（以下，ESDと略）に特化した
取組にし，高専生と本学学生の
環境に関する知・技のスパイラ
ル的な継続的伝達共育を目指し
ます。すなわち，高専生として
オープンハウスに参加した学生
が，本学に編入し３年生でさら
なるESDを受けた後さらに４年
生として高専生とともにESDを
深めた上で，院進学後にTAと
してオープンハウスを指導する
という体系です。高校生，中学
生に対しては「呼び込み講義」
を実施します。これは，従来か
ら行ってきた大学体験訪問を，
ESDを前面に打ち出した内容

環流型教育のイメージ

長岡技術科学大学とNPO「地域循環ネットワーク」との連携による実践教育

NEDO「水循環のイメージ図」より加工引用

としてプログラムを組み立て，
高校生，中学生を半日もしくは
一日，クラス単位等で大学に招
くものです。生徒への環境教育
を中学・高校の教員が行うには
負担が大きいことから，本学の
環境システム工学課程で用意す
る環境教育プログラムの一部を
中，高校生用にアレンジし，模
擬講義，模擬実験・演習を行い
ます。さらに，これまで本学が
推進してきたe-learningに対応
した教材（コンテンツ）を作成
し，外部への情報提供を積極的
に行います。
本流といえる学部生に対し
ては，これまでの教育体系に
加えて，全学科対象の教養科目
（「環境学概論」を新設，「地
球環境と技術」を内容改変），

環境システム工学課程を中心に
提供する専門科目（このうち専
門分野に関する講義群の基盤と
なる環境マインドの醸成を図る
「地球環境学I」と「地球環境学
II」を再構成）の再編を通じた
ESDにより，環境マインドの醸
成を図ります。それと共に，彼
ら自身がオープンハウスでの教
授役となり，さらに河口に当た
る大学院生がTAとして教授す
る側に回ることで，自ら環境マ
インドを確認できる環流型教育
を目指します。ESDは「地域や
社会のあらゆる場で誰もが取り
組むべき学習」という特徴を持
つことから，特に学部生には，
環境NPO（地域循環ネットワー
ク）の協力を得て活動の実践に
取り組む仕組みとします（「環

境システム工学特別演習I」を内
容変更）。
このように，本取組は本学が
実施してきたオープンハウス，
大学体験訪問を，持続可能な発
展というキーワードにより，鮮
明な方向性を持たせ，拡充する
ものです。これらの実績をもと
に，ESDを目標とした環流型教
育／学習・実践・教授のサイク
ルによって教育の質の向上を目
指そうとする点が，実現性，発
展性の面で評価されました。ま
た，大学と環境NPOの連携によ
り実施する実習の導入など，大
学と地域の連携手法として他大
学，他地域へ展開しうる示唆に
富んだ取組として評価されてい
ます。

GT実践体験を織り込んだ
環流型教育の深耕
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私の就職活動体験談

企業の方から

私 の 抱 負

本学着任以前は，大阪大学大学
院卒業後，ウイスコンシン大学マッ
カードル癌研究所，ピッツバーグ大
学薬学部さらに同学環境職業衛生科
学部で研究教育に携わってきまし
た。研究は，イオンチャンネルの
遺伝子発現および構造機能の解析を
行ってきました。今後は生理現象や
分子構造の解明ばかりでなく，人口
毒素の開発など応用的な研究も取り
入れていくつもりです。
カールセイガンは科学的思考に

必須なのは，好奇心と懐疑心だと言
いました。この２つの態度や思考過
程を身につけることは，科学者や教

育者ばかりでなく全ての人にとって
重要なことだと考えます。こうした
思考過程は難しいものではありませ
ん。好奇心とは，日常生活で出会う
小さな問題や疑問を大切にすること
です。また懐疑心とは，テレビや新
聞に報道された情報や講義で語られ
た内容を鵜呑みにするのでなく，そ
れらの妥当性を歴史的および社会的
背景や異なる視点からの意見を知り
思考する習慣です。
多数の国から来た学生や研究者の

いるアメリカの大学で長く働いたこ
との１つの利点は，自己を育ててき
た社会経済状況や文化といったもの

をいろいろな視点から眺めることを
可能にすることです。これらの経験
を今後の研究教育に生かしていきた
いと思います。

生物系 教授

滝　本　浩　一

好奇心・懐疑心の重要性

自動車メーカーや電機メーカー
など最終製品のメーカーは知名度
も高く，就職先としての人気も高
いようです。しかし，いろんなと
ころで使われている機械部品の専
門メーカーというのもエンジニ
アとしてのやりがいがあるもので
す。私の会社も，ベアリングや
ボールねじなどいろんなところで
使われている機械部品メーカーの
ひとつです。
自動車や電機はもちろん，ロ

ボットや風力発電，半導体や液晶

日本精工株式会社           
総合研究開発センター 新技術開発第三部
梶　田　敏　治

間口が広い部品メーカー

パネルの製造装置，などのあらゆ
る装置のエネルギーロスを限りな
くゼロに近づけることが私たちの
仕事の本質です。いろんな成長分
野の最先端技術に触れることがで
き，学び，自分がそれに参加貢献
することができるのです。なんだ
かワクワクしてきませんか?
学生のみなさんには，自分がど

のようにして社会に貢献してゆく
のか，その情熱をしっかりと育て
てもらいたいと考えています。必
ずぶつかる苦しい時期を乗り越え

就就職職コーナー

私の就職活動は10月の中旬に
スタートしました。就活サイトが
オープンしたのと同じ頃だったと
思います。就活には慣れが必要
と考えていたので，初めのうちは
数をこなすことを意識していまし
た。実際，この頃に提出したエン
トリーシートはあまり通過しませ
んでしたが，自分なりのペースと
コツは掴むことができました。エ
ントリーシートが通過しだした
12月の初旬，初めての面接試験
がありました。準備万端，華々し

生物機能工学専攻２年
佐　藤　洋　佑
旭川高専 出身

闇鍋を終えて（筆者，一番手前）

機械創造工学課程３年

大　熊　正　樹
(福井高専 出身)

ハーバード模擬国連に向けて

私達の模擬国連サークルは設立
３年目となります。私たちは会議
場でのみ考え，発表するのではな
く実際に行動し討論できるサーク
ルを目指しています。去年12月に
は身近な問題にも目を向け長岡市
の高校生，高専生と一緒に市民セ
ンターでレジ袋について考えるイ
ベントを行いました。
今年の２月にはアメリカのハー
バード大学主催のハーバード模擬
国連大会に出場します。世界中の
大学から3,000人もの学生が集ま

る本大会ですが，日本からは長岡
技術科学大学のみが参加していま
す。今年は日本人学生５人と留学
生３人がアフリカのトーゴ共和国
大使としての出場になりました。
ハーバード大会では当然のことな
がら，議事進行だけでなく交渉活
動も英語で行われます。日本語で
話すことのできない内容を英語で
話すのは不可能です。そこで昨年
度私たちは，日本国内の大会に積
極的に出場しスピーチ，交渉活動
の訓練を行いました。ハーバード

大会では，メンバーは別々の内容
の会議に参加します。それぞれの
持ち味を活かし最善をつくして会
議にのぞみ，世界の学生と切磋琢
磨しながら，会議で一つの決議案
を作成したいと考えます。

ペプチダーゼ類似分子である新発見された
カリウムチャンネル結合蛋白（コバルト
青）は，その大きな細胞外部位が細胞外分
子との相互作用，さらに薬物の作用部位と
なる可能性が注目されている。

初めての面接で得た何か，Vo gia※

るためのエネルギーとなるからで
す。エンジニアとしてのいろんな
分野に対する情熱を受け止めるこ
とができ，その活躍の場を広く提
供することができるのが，間口が
広い部品メーカーです。あなたの
夢を描くキャンバスとして，部品
メーカーは一考の価値があるので
はないでしょうか？

くデビューを飾ろうと思った私で
すが，当日の寝坊，ギリギリの会
場入りという最悪な滑り出しに加
え，何食わぬ顔で臨んだ面接で
は，場の空気に完全に飲まれ，就
活の厳しさと経験のなさを痛感し
ました。この面接以来，様々な選
考に余裕を持って臨むことができ
たので，就活の初期にこの経験を
したことが私にとって大きな収穫
になったと強く思います。
就職活動ではある程度の慣れが

必要です。専攻にとらわれること

なく，積極的にチャレンジしてみ
て下さい。可能な限り説明会等に
参加し，その会社の雰囲気を実際
に肌で感じることも重要かと思い
ます。また，先輩や友人からのア
ドバイスは貴重です。迷ったら是
非相談してみて下さい。きっと参
考になると思います。

※vo giaとはベトナム語でpricelessの意味

Harvard
National Model
United Nations
2008：

セミコンジャパン2007出展ブース前にて(筆者中央)

前回大会


